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　９
月
に
葛
尾
分
館
親
善
球
技
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
坂
端
・
日
名
沢
・
大
宮
・
新
町
の
４

区
で
葛
尾
分
館
協
議
会
を
結
成
し
、
今
年
で
48

回
を
数
え
る
こ
の
大
会
は
、
年
齢
・
性
別
を
問

わ
な
い
相
互
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
種
目
は
「
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
」
で
し
た
。

　坂
城
町
公
民
館
で
行
っ
た
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
も
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

分
館
長
・
体
育
部
長
合
同
会
議
で
協
議
し
た
折

に
、「
男
女
別
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

来
年
度
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
「
分
館
対
抗
」
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
、
年
齢
や
性
別
、

分
館
単
位
の
チ
ー
ム
等
、
で
き
る
だ
け
平
等

に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
親
睦
」
と
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
、年
齢・

性
別
を
問
わ
な
く
て
も
、
安
全
面
さ
え
考
慮
さ

れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
後

は
、
分
館
の
枠
を
越
え
た
チ
ー
ム
編
成
を
し
て

い
く
工
夫
な
ど
、
公
民
館
全
体
で
楽
し
め
る
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
出
る
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
素
晴
ら
し
さ
に
加
え
て
、
守
備
の
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
木
陰
で
応
援

す
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
、
さ
わ
や
か
な
秋
の

風
が
通
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
間
っ
て

い
い
な
ぁ
と
感
じ
た
球
技
大
会
で
し
た
。
役
員
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第69回坂城町二十歳のつどい    ２～３P
第52回坂城町文化祭    ４～５P
ふるさと探訪PART118    ６～７P
お知らせ、館説開畝    ８P

❖主な内容❖ 秋のスポーツ大会
　10月 5日（土）、鼠橋運動公園マレットゴルフ場で
「秋のスポーツ大会」が行われ、28チーム109名の皆
さんが参加しました。
　「秋のスポーツ大会」は、例年この時期に行われてい
た「町民運動会」に代わる取組みとして今年度初めて
開催しました。
　プレー中は、どのチームも皆さん、狙いを定めて集
中しながらも笑顔や笑い声にあふれていて、リラック
スしながら楽しんだ１日となりました。

お　知　ら　せ

第58回坂城町席書大会・書初展

人権を尊重し豊かな
福祉の心を育む町民集会

第54回坂城町元旦マラソン大会

日　　時　令和７年１月５日（日）～７日（火）
　	 　５日（日）　
	 　　受　　付　	9：00～
　　	 　　書	初 め　	9：30～11:30
　　	 　　一般公開　15:00～16：00
　	 　６日（月）
　　	 　　一般公開　	9：00～16：00
　	 　７日（火）
　　　	 　　一般公開　	9：00～15：00
会　　場　坂城町文化センター体育館（受付・書初め）
　　　　　坂城町文化センター大会議室（一般公開）
申込締切　12月16日（月）まで
申 込 先　坂城町公民館（文化センター内）

日　　時　	令和６年 12月７日（土）
	 受　　付　12:30 ～
	 開 会 式　13:00 ～
	 学習発表　13:20 ～
	 記念公演　14:00 ～
会　　場　坂城町文化センター　大会議室
内　　容
　・小学生人権学習発表（村上小学校）
　・記念公演
　　『泥かぶら』（村上小学校４年生児童出演予定）
　　作・演出：眞山美保　出演：劇団新制作座
※申込不要（定員 150名）

日　　時　	令和７年１月１日（水）
　　　　　	受　　付　	 9：00～
　　　　　	開 会 式　	 9：30～
　　　　　	競技開始　10：00～
会　　場	 坂城町文化センター
ク ラ ス　	・親子ペアの部（1.5㎞）
　　　　　	・小学生の部（1.5㎞、3㎞、6㎞）
	 ・一般（中学・高校生含む）の部
	 　（1.5㎞、3㎞、6㎞）
申込締切　		12月16日（月）まで
申 込 先 　坂城町文化センター
※荒天の場合は中止となります。
※当日の申込みも可能です。

◆スキー・スノーボード教室
　（対象：小学校3年生以上中学生まで）　	1月	19日（日）
◆スポーツ少年団交流大会	 2月	15日（土）
◆こども茶の湯教室	 　3月	 1日（土）

今後の行事予定

申込書（町HP）

原稿募集のお願い
　来年、戦後80年の節目を迎えるにあたり、平
和の大切さを再認識するため、戦争体験談などを
募集します。
　戦中、戦後に苦難の道を歩まれてきたご自身や
ご家族などから聞いた貴重な体験を後世へ伝える
ため、公民館へ投稿してください。
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（敬称略）

実
行
委
員
会

代
表
あ
い
さ
つ榊原 陽太さん

第
69
回

　坂
城
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

　本
日
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
を

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ご
来
賓
の
皆
様
、
先
生
方
、
地

域
の
皆
様
、
そ
し
て
、
い
ま
ま

で
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
家

族
な
ど
多
く
の
方
の
お
力
添
え

の
お
か
げ
で
す
。

　ま
た
、
山
村
町
長
を
は
じ
め

皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
祝
い
と

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　現

在
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
が
落
ち
着
き
、
制
限
の
あ

る
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
終
わ
り

を
迎
え
ま
し
た
。
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
半
強
制
的
に
隔
離
さ

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を
皆
様

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　今
日
は
二
十
歳
を
迎
え
た
皆

様
に
、「
人
を
頼
る
勇
気
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お
話
し

二十歳おめでとうございます二十歳おめでとうございます
　８月15日（木）、第69回坂城町二十歳のつどいを町文化センターにて開催しました。
　町内では、平成15年 4月 2日から平成 16年 4月 1日生まれの 125名が 20歳を迎えており、そのうち101
名の皆さんが式典に出席されました。
　式典では、まず、戦没者の方々への追悼と世界の平和を祈るため黙祷が行われました。その後、二十歳のつどい
実行委員会代表の榊原陽太さんがあいさつしたほか、中学校時代の担任の先生からお祝いの言葉や歌が20歳を迎え
た皆さんに贈られていました。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は

高
校
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

高
校
３
年
の
夏
、
あ
の
恐
ろ
し

い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
り

ま
し
た
。
そ
の
時
期
が
、
最
後

の
夏
の
大
会
と
い
う
高
校
生
活

に
お
い
て
大
事
な
大
会
の
直
前

の
こ
と
で
、
そ
の
影
響
に
よ
り
、

大
会
へ
の
参
加
が
許
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　私
た
ち
は
、
チ
ー
ム
競
技
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で

い
た
た
め
、
多
く
の
仲
間
の
出

場
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
と

て
も
つ
ら
く
、
遣
る
瀬
な
い
気

持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　そ
の
後
も
施
設
療
養
と
の
こ

と
で
強
制
的
に
ホ
テ
ル
へ
隔
離

さ
れ
、
仲
間
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
と
孤
独
感
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。　隔

離
が
終
わ
っ
て
も
迫
る
受

験
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
胃
腸

炎
な
ど
を
理
由
に
学
校
へ
足
を

運
ぶ
こ
と
が
減
り
、
自
ら
人
と

の
隔
離
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
私
を
救
っ
て
く
れ

た
の
が
中
学
校
の
恩
師
と
友
人

で
し
た
。

　不
満
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

て
い
た
私
は
、
恩
師
の
も
と
へ

足
を
運
ぶ
と
、
私
の
話
を
う
な

ず
い
て
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
親

身
に
な
っ
て
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
、
こ
こ
坂
城
町
で
過
ご
し

た
日
々
を
思
い
出
し
て
な
ん
だ

か
安
心
し
、
悩
み
が
和
ら
ぎ
ま

し
た
。

　ま
た
一
度
大
学
受
験
を
失
敗

し
て
浪
人
し
た
私
に
、
友
人
た

ち
が
、
週
に
何
日
か
一
緒
に
勉

強
し
よ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
、

一
年
間
ず
っ
と
私
と
一
緒
に
勉

強
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
経
験
は
、大
学
に
受
か
っ

た
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
か
け

が
え
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
向
か
う
未
来
は
予

測
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
も
、
人

は
人
に
影
響
さ
れ
て
生
き
方
や

喜
怒
哀
楽
が
変
化
し
て
い
き
ま

す
。　二

十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の

中
に
は
社
会
人
と
し
て
働
い
て

い
る
人
、
学
問
を
修
め
た
り
社

会
人
の
準
備
を
し
た
り
す
る
た

め
進
学
し
た
人
、
今
一
度
人
生

の
休
息
を
と
っ
て
い
る
人
、
ま

た
結
婚
し
た
人
な
ど
、
そ
の
他
、

多
く
の
境
遇
を
迎
え
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
の
ど
の
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
も
苦
し
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
ぜ
ひ
人
を
頼
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ

ん
は
、
ず
っ
と
私
の
話
を
静
か

に
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
き
っ
と
困
っ
た
と
き
に
は

親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　人
は
気
持
ち
が
ふ
さ
が
っ
た

時
、
一
人
で
ど
う
に
か
し
よ
う

と
し
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
こ
で
一
つ
勇
気

を
も
っ
て
信
頼
し
て
い
る
人
を

頼
る
こ
と
で
、
見
え
て
い
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
て
き
た
り
、
少

し
だ
け
心
が
軽
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
み

な
各
々
の
進
路
が
あ
っ
て
も
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
こ

式
辞　当

会
保
存
事
業
が
工
成
り
式
典

を
奉
行
す
る
に
当
た
り
、
我
が
国
体

の
精
華
は
こ
れ
教
育
の
淵
源
に
し
て

報
本
反
始
、
我
は
億
兆
の
魂
な
り
。

先
人
の
偉
業
遺
蹟
の
功
業
遺
址
の

以
て
発
揚
す
る
は
、
愛
国
の
志
士
感

嘆
す
る
大
な
る
も
の
。
本
会
、
当
町

史
蹟
勝
地
の
顕
彰
と
保
存
に
心
を

傾
け
、
県
の
補
助
、
激
励
と
、
天
下

の
浄
財
拠
出
と
に
依
り
、
勝
地
な
る

葛
尾
城
址
、
姫
城
址
の
遺
蹟
に
愛
国

愛
郷
の
霊
を
打
ち
込
み
、
百
年
事
業

を
な
し
、
実
に
君
国
報
恩
の
結
晶
な

り
と
信
ず
。こ
こ
に
国
体
を
闡せ
ん
め
い明
し
、

歴
史
と
伝
統
の
光
を
讃
し
、
国
運
の

前
途
に
偉
大
な
る
光
明
を
展
開
し
、

精
進
努
力
し
有
終
の
美
を
致
さ
ん

事
を
期
す
。

︵
坂
城
町
史
蹟
勝
地
保
存
会

会
長
坂
城
町
長
　谷
川
　繁
︶

祝
辞　史

蹟
を
永
遠
に
保
存
す
る
は
、

愛
郷
の
観
念
を
生
じ
国
家
思
想
を

発
揚
し
、
国
民
精
神
を
涵
養
す
る

所
以
。
本
日
、
保
存
工
事
成
り
村

上
義
光
公
の
六
百
年
祭
に
兼
ね
竣

工
式
を
挙
行
せ
ら
る
は
、
機
宜
に
適

し
た
る
措
置
に
し
て
慶
賀
に
堪
え
ざ

る
な
り
。
将
来
益
々
郷
党
一
致
、
此

の
貴
重
な
る
史
蹟
を
愛
護
し
、
之
を

後
世
に
保
存
せ
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

︵
長
野
県
知
事
　石
垣
倉
治
︶

　史
蹟
勝
地
保
存
会
が
保
存
工
事

落
成
式
並
び
に
村
上
義
光
公
六
百

年
祭
を
挙
行
に
当
た
り
、
史
蹟
勝

地
保
存
会
の
此
の
事
業
は
誠
に
時

局
を
匡
救
す
る
有
力
な
る
企
で
あ
る

と
信
じ
、
慶
賀
に
堪
え
ざ
る
次
第
で

す
。

︵
町
村
長
代
表
屋
代
町
長
　市
川
澄
丈
︶

　か
の
上
海
に
、
満
州
に
皇
軍
が
奮

戦
力
闘
し
て
い
る
姿
は
全
く
大
和
心

を
表
象
す
る
桜
花
で
あ
る
。
花
は
桜

木
、
人
は
武
士
と
申
す
が
皇
国
尚

武
の
精
輦
が
如
何
に
大
和
桜
の
如

く
国
の
内
外
に
爛
漫
と
咲
き
出
す
。

坂
城
は
北
に
山
を
負
っ
た
心
地
の
よ

い
地
、山
河
形
勢
の
ま
と
ま
っ
た
地
、

歴
史
的
由
緒
あ
る
地
で
あ
り
、
徳

川
期
に
は
陣
屋
を
置
き
、
宿
場
と
し

て
繁
栄
し
た
。
幾
世
代
に
わ
た
り
信

州
有
数
の
文
化
の
地
に
史
蹟
勝
地

保
存
会
設
立
は
、
坂
城
の
既
往
、
現

在
を
知
り
更
に
将
来
に
進
展
す
る

と
思
わ
れ
、
期
待
嘱
望
す
る
所
以
で

あ
る
。
葛
尾
山
上
に
立
ち
無
限
の
蒼

空
を
仰
ぎ
、
静
か
に
村
上
の
苔
蒸
せ

る
古
祠
に
跪
拝
す
る
時
、
転う
た

た
万
古

玄
妙
の
内
に
通
う
も
の
を
覚
え
る
。

︵
学
校
長
代
表

戸
倉
小
學
校
長
　中
村
常
雄
︶

　こ
の
式
典
会
場
で
は
、
記
念
ス
タ

ン
プ
の
押
捺
、
記
念
品
の
配
付
、
祝

賀
会
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
午
後
一
時
か
ら
は
、
坂
城
小

学
校
講
堂
で
記
念
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
衆
議
院
議
員
の

鷲
沢
与
四
二
氏
、
地
方
史
家
の
藤

沢
直
枝
氏
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
坂

城
小
学
校
校
歌
の
作
詞
作
曲
を
し

た
林
久
男
氏
の
三
名
で
し
た
。ま
た
、

記
念
史
料
展
覧
会
が
中
央
公
会
堂
、

大
宮
公
会
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
入
場

者
は
、
総
延
人
数
三
八
五
二
人
で
し

た
。　挙

町
一
致
、
協
賛
応
援
の
盛
況
振

り
は
、「
坂
城
郵
便
局
に
よ
る
紫
色

ス
タ
ン
プ
を
使
用
し
宣
伝
。
坂
城
町

商
工
会
は
、
当
日
、
早
朝
よ
り
煙
火

を
打
ち
上
げ
、
店
頭
装
飾
・
記
念

大
販
売
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
配

布
。
坂
城
町
青
年
会
、
立
町
・
横

町
壮
年
会
、
坂
城
町
女
子
青
年
団
、

信
濃
電
燈
会
社
、
坂
城
町
貸
座
敷

組
合
、坂
城
劇
場
、菱
小
自
動
車
店
、

坂
城
町
田
町
山
根
屋
、
大
宮
区
及

び
葛
尾
会
は
大
い
に
協
力
、
協
賛
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知
事
、
来
賓

を
招
待
し
町
内
協
賛
会
員
含
め
て

百
名
の
大
夜
会
を
坂
城
劇
場
︵
現

都
筑
製
作
所
︶で
開
催
し
て
い
ま
す
。

午
後
六
時
開
会
で
、
余
興
と
し
て
葛

尾
音
頭
、
坂
城
音
頭
の
舞
踊
等
も

披
露
さ
れ
、
午
後
九
時
散
会
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
、
概
要
の
末
尾
に
あ
っ
た

中
島
惣
左
衛
門
氏
の
熱
き
思
い
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
島
惣
左
衛
門
　跋

　知
る
は
愛
す
る
の
基
で
あ
る
。
　

郷
土
祖
国
に
対
す
る
愛
、
如
何
に

し
て
涵
養
し
、
如
何
に
し
て
育
成
す

べ
き
か
。
世
相
に
刺
激
さ
れ
天
職
に

自
覚
し
、
郷
土
研
究
の
真
探
教
興

の
潮
に
乗
っ
た
自
分
は
地
方
郷
土
史

の
研
究
に
頭
を
入
れ
、
資
料
を
た
だ

教
壇
上
の
も
の
と
し
た
り
、
一
席
の

座
談
化
す
る
に
忍
び
な
く
研
究
調

査
に
つ
れ
て
、
煙
滅
に
破
壊
に
瀕
し

て
い
る
も
の
を
続
々
発
見
し
た
時
の

嘆
き
を
無
謀
に
し
、
生
意
気
に
も
町

内
元
老
や
有
識
者
に
訴
え
、
遂
に

保
存
会
が
生
ま
れ
、
保
存
の
事
業
に

盲
進
し
ま
し
た
。
事
の
性
質
が
国
家

的
で
あ
り
教
育
的
で
あ
り
思
想
報

告
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
を
引
い

て
の
地
方
開
発
の
基
礎
で
あ
り
、
県

や
全
国
の
人
格
者
の
共
鳴
を
得
ら

れ
、
孤
軍
奮
闘
の
形
で
し
た
が
、
茲

に
報
告
し
得
る
ま
で
に
進
行
い
た
し

ま
し
た
。
資
金
を
ご
寄
附
下
さ
っ
た

方
に
対
し
て
は
御
礼
の
言
辞
を
有
せ

す
、
一
生
の
感
銘
で
あ
り
ま
す
。
此

の
事
業
が
一
時
的
な
お
祭
り
騒
ぎ
に

終
わ
ら
ぬ
為
に
は
、
此
の
誠
心
的
意

義
を
世
の
人
々
が
体
験
し
て
尚
、
常

に
新
生
命
に
生
き
る
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
会
の
此
の
祭
典
に
亦
事
業

に
し
て
も
、
寄
附
者
方
の
御
芳
志
と

会
長
外
役
員
諸
賢
の
ご
労
力
や
各

種
団
体
の
御
尽
力
の
前
に
額
ず
く

を
惜
し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
葛
尾
城
跡
は
昭
和
四
十
九

年
︵
一
九
七
四
︶
長
野
県
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
坂
城
神
社
登
山
口
に
は

専
用
駐
車
場
、
水
洗
ト
イ
レ
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山
道
や
山
頂

な
ど
は
、
私
達
大
宮
区
の
葛
尾
城
跡

保
存
会
で
整
備
し
て
い
ま
す
。
最
近

の
山
城
ブ
ー
ム
で
遠
方
か
ら
の
登
山

者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　平
成
二
年
︵
二
〇
二
〇
︶
に
「
第

二
七
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
上
田
・

坂
城
大
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
山
城

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
当
町

で
は
虚
空
蔵
山
城
跡
、
和
合
城
跡
、

葛
尾
城
跡
が
会
場
に
な
り
大
盛
況

で
し
た
。
こ
の
ま
ま
終
り
に
し
て
は

勿
体
な
い
と
、
私
達
は
、
上
田
広
域

山
城
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
「
山

城
は
地
域
の
遺
産
」
と
し
て
残
そ
う

と
山
城
連
絡
協
議
会
の
仲
間
達
と

保
全
活
動
、
情
報
交
換
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　ま
た
文
中
に
紹
介
し
た
「
坂
城

名
勝
絵
葉
書
第
二
集
」
は
現
在
の

景
色
と
比
較
し
た
写
真
パ
ネ
ル
に

し
て
、「
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

︵
葛
尾
城
跡
保
存
会顧

問
　田
原
茂
樹
︶

参
考
資
料

「
葛
尾
城
址
保
存
事
蹟
概
要
　中
島

惣
左
衛
門
」「
坂
城
町
誌
下
巻
」
他

葛尾城址より見たる鏡台山
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　葛
尾
城
跡
は
村
上
氏
が
坂
城
郷
に
居

館
を
構
え
、
武
田
氏
に
攻
め
ら
れ
天
文

二
十
二
年
︵
一
五
五
三
︶
自
落
し
た
山

城
で
す
。
村
上
氏
は
越
後
の
上
杉
氏
を

頼
み
、
そ
の
後
、
川
中
島
合
戦
が
始
ま

り
ま
す
。
最
後
は
、
徳
川
氏
の
「
砦
」

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
「
一
国
一
城
」
と
な
り
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
葛
尾
城
は
険
し
い
地
形

を
利
用
し
た
大
堀
切
や
土
塁
を
多
数
備

え
、
本
郭
か
ら
北
に
向
か
っ
て
の
尾
根

筋
に
は
高
低
差
の
大
き
な
堀
切
が
何
本

も
あ
り
ま
す
。
姫
城
、
岩
崎
城
な
ど
へ

の
複
数
の
逃
走
ル
ー
ト
が
持
て
る
、
敵

に
と
っ
て
は
厄
介
な
城
で
す
が
、
常
に

大
将
や
多
く
の
兵
が
住
む
場
所
で
は
な

く
、
見
張
り
を
置
く
程
度
で
、
敵
が
攻

め
て
き
た
時
に
敵
の
動
き
を
つ
か
み
、

守
り
を
固
め
て
抵
抗
す
る
砦
で
し
た
。

　大
正
十
二
年
︵
一
九
二
三
︶
長
野
県
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に
よ
る
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

が
行
わ
れ
、
調
査
員
の
藤
沢
直
枝
氏

が
報
告
し
、
そ
れ
を
基
に
昭
和
四
年

︵
一
九
二
九
︶六
月
に
埴
南
農
蚕
学
校︵
現

坂
城
高
等
学
校
︶
教
諭
の
中
島
惣
左
衛

門
氏
の
提
唱
に
よ
り
「
坂
城
町
史
蹟
勝

地
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
十
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
始
ま
っ

た
世
界
恐
慌
は
、
日
本
を
直
撃
し
未
曾

有
の
大
不
況
︵
昭
和
恐
慌
︶
と
な
り
ま

し
た
。
生
糸
相
場
が
暴
落
し
、
長
野
県

農
家
の
約
八
割
を
占
め
る
養
蚕
農
家
は

影
響
を
ま
と
も
に
受
け
、
繭
の
価
格
は

前
年
の
半
分
以
下
に
値
下
が
り
し
、
生

産
費
の
半
分
も
回
収
で
き
な
い
状
態
で

し
た
。

　そ
の
三
年
後
の
昭
和
七
年︵
一
九
三
二
︶

四
月
二
十
四
日
葛
尾
山
の
山
頂
で
、
葛

尾
城
・
姫
城
の
保
存
事
業
竣
工
式
に
併

せ
村
上
義
光
公
六
百
年
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
に
幕
府
軍
と
戦
っ
た

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
の
護
良
親
王
を
守

り
、
討
ち
死
に
を
遂
げ
た
村
上
義
光
公

は
「
忠
臣
の
鑑
」
と
、
当
時
は
教
育
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　昭
和
八
年
︵
一
九
三
三
︶
に
保
存
会

に
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
葛
尾
城
址
保
存

事
蹟
概
要
」
か
ら
事
業
の
内
容
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　葛
尾
城
址
記
念
塔
の
建
設
︵
工
事
費

七
百
円
︶、
矢
羽
型
掲
示
廻
転
板
の
建

設
︵
工
事
費
　五
十
円
︶、
城
址
土
砂

崩
壊
防
止
事
業
︵
工
事
費
　五
十
円
︶、

二
ノ
丸
址
、
堀
切
址
、
三
ノ
丸
址
、
水

ノ
手
址
︵
三
カ
所
︶
に
標
柱
を
建
設
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
町
内
史
蹟
勝
地
保
存
事
業
と

し
て
、
お
堀
の
橋
、
村
上
義
清
公
御
館

址
、
古
墳
、
奈
良
朝
時
代
某
古
寺
址
、

坂
城
駅
天
領
坂
城
陣
屋
址
、
生
神
昌
言

社
に
至
る
案
内
、
葛
尾
城
址
に
至
る
案

内
︵
三
カ
所
︶、
村
上
氏
居
館
址
道
に

標
柱
を
建
設
し
ま
し
た
。

　こ
の
時
に
坂
城
町
名
勝
絵
葉
書
を
発

行
し
て
い
ま
す
。第
一
集
は「
横
町
全
景
、

立
町
全
景
、
葛
尾
城
址
と
村
上
義
清
公

墓
、
坂
城
神
社
、
大
英
寺
全
景
、
満
泉

寺
及
位
牌
殿
、
榎
坂
と
笄
の
渡
、
坂
城

町
全
景
」

　第
二
集
は
「
磯
部
よ
り
見
た
る
葛
尾

城
址
、
葛
尾
城
址
よ
り
見
た
る
姫
城
址
、

駅
よ
り
見
た
る
飯
縄
の
奇
岩
、
葛
尾
城

址
よ
り
見
た
る
温
泉
地
方
、
葛
尾
城
址

よ
り
見
た
る
坂
城
町
、
御
所
沢
塔
の
平
、

十
三
度
権
現
、
葛
尾
城
址
よ
り
見
た
る

鏡
台
山
、
常
山
隄
よ
り
見
た
る
昭
和
橋
、

大
英
寺
の
桜
花
」
で
す
。
　

　葛
尾
城
址
の
中
央
に
は
古
社
が
あ

り
、
葛
尾
会
、
大
宮
、
新
町
の
篤
志
家

で
毎
年
四
月
二
十
四
日
に
祭
祀
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
安
政
年
間
と
明
治
時
代

初
期
に
数
回
、
改
修
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
に
中
央
か
ら
東
北
端
に
遷
し
、
石

夜
燈
二
基
、
新
た
に
拝
殿
を
造
営
し
ま

し
た
。︵
工
事
費
　二
百
円
︶
登
山
道

は
表
参
道
大
宮
口
、
参
道
姫
城
口
、
新

町
口
、
近
道
、
ツ
ツ
ジ
山
口
、
苅
屋
口
、

裾
名
川
口
、
磯
部
参
道
口
の
八
カ
所
を

整
備
し
、大
宮
口
、苅
屋
原
口
、磯
部
口
、

姫
城
口
の
四
箇
所
に
は
、
東
屋
を
建
設

し
ま
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
事
業
を
遂
行
し
、
葛

尾
城
址
保
存
事
業
竣
工
式
並
び
に
村
上

義
光
公
六
百
年
祭
が
葛
尾
城
跡
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様

子
が
こ
の
写
真
で
す
。

　そ
の
式
典
で
披
露
さ
れ
た
思
想
善

導
、
軍
国
主
義
を
感
ず
る
式
辞
や
祝
辞

の
一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

葛尾城址より見たる坂城町

葛尾城址より見たる姫城址

拝殿前の集合写真

こ
坂
城
町
で
過
ご
し
た
経
験
と
い
う

も
の
は
全
員
が
共
通
に
持
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
羽
ば
た
い
て
い
く

場
所
は
違
い
ま
す
が
、
そ
の
つ
な
が
り

を
心
に
持
っ
て
お
く
と
少
し
安
心
す
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

　7 月 20 日（土）、坂城町体育館で、令和 6 年度 分館スポー
ツ大会（スマイルボウリング競技）が行われ、11 分館、約
200 名の皆さんが参加しました。6レーンに分かれてのリー
グ戦で、10 本のピンを 1 チーム 5 人で協力して倒してい
くというルールで行われ、上は 90 歳代の方から下は小学
校低学年まで、幅広い世代の皆さんがチーム一丸となって
スマイルボウリングを楽しみました。

　子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　我
が
子
を
見
て
い
て
思
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
は

本
当
に
忙
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
く
つ
も
の
習
い

事
を
し
て
い
る
小
学
生
、
中
学
生
や
高
校
生
は
部
活
動

や
定
期
的
に
や
っ
て
く
る
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
テ
ス
ト

勉
強
も
あ
り
、
日
々
本
当
に
忙
し
そ
う
で
す
。

　そ
こ
で
私
も
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
な
っ
て
み
よ

う
と
考
え
、
漢
字
検
定
を
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
検
定
級
は
高
校
卒
業
程
度
。
問
題
集
を
購
入
し

ま
し
た
。
日
頃
、
携
帯
や
Ｐ
Ｃ
の
変
換
機
能
に
頼
り
っ

ぱ
な
し
で
、
読
み
は
出
来
て
も
、
書
く
こ
と
が
難
し
い
。

類
義
語
・
対
義
語
、
見
た
こ
と
の
無
い
四
字
熟
語
な
ど

も
あ
り
、
受
験
を
決
め
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し
た
。
15

分
も
す
る
と
睡
魔
が
襲
っ
て
き
て
、仕
事
を
言
い
訳
に
、

勉
強
し
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
検
定
日
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
焦
り
は
す
る
も
の
の
、
思
う
よ
う
に
勉
強
は
進

ま
ず
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　席
に
着
く
と
、周
り
は
小
学
生
と
中
学
生
。学
生
だ
っ

た
頃
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
さ
と
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
夫
に
、「
お
母
さ
ん
、

頑
張
っ
た
ね
！
」
と
褒
め
て
も
ら
い
、
気
分
を
よ
く

し
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も

た
く
さ
ん
認
め
、
た
く
さ
ん

褒
め
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
次
は
英
検

に
挑
戦
で
す
。

　次
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、

西
澤
瑞
恵
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
す
。

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

子
ど
も
の
目
線
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

中
乗

　
真
紀

榊原　陽太さん
（実行委員長）

滝澤　燦太さん
竹田　淳紀さん
栗林　光琉さん
中村　星南さん

浅野井　彩さん
高松　千彩音さん
西沢　雅大さん

大橋　明佳さん
大井　真結美さん
宇野　香澄さん

分館スポーツ大会

テ
ー
ジ
で
皆
様
が
よ
り
一
層
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
二
十
歳

の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
代
表
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実行委員の皆さんご協力ありがとうございました。



令和6年11月26日令和6年11月26日 館報 坂城　No.405館報 坂城　No.405 45

　リトミック教室で、７月３日（水）に七夕、10月 30日（水）
にハロウィンを行いました。七夕では、折り紙などで飾りを
作り、短冊に願い事を書いて笹に飾りました。ハロウィンで

は、それぞれが仮装してお
菓子入れのカバンを作りま
した。12月はクリスマスベ
ルの演奏やサンタさんから
のプレゼントも用意してい
ます。
　リトミック教室では、随
時受講者を募集していま
す。詳しくは、坂城町公民
館（文化センター内）82-
2069 へお問い合わせくだ
さい。

第52回  坂城町文化祭開催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　10 月 26 日（土）、27 日（日）、の 2日間、坂城町文化センターと坂城町体育館、文化の館の 3会場で、
第 52回坂城町文化祭を開催しました。
　書道、盆栽、生け花、絵画、レカンフラワー、写真、陶芸、俳句、短歌、詩など様々な分野の芸術作品が
展示されました。今年は、町内３保育園と坂城幼稚園の園児による作品や坂城町国際交流協会による、ポー
ランドの子どもたちの絵画の展示とウクライナへの支援金の募金箱の設置を行いました。
　芸能公演に参加された 21団体の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮され、素晴らしいステージを披露し
ていただきました。
　文化の館で開催されたお茶席は、初日は裏千家、2日目は表千家により行われ、茶事を楽しみにしていた
方や、作品展示、芸能公演に参加された方が文化の館を訪れ、美味しいお茶とお菓子のおもてなしに、普段
とは違うひと時を過ごしていました。

26
日
午
後
に
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会
、
さ

か
き
ふ
れ
あ
い
大
学
教
養
講
座
「
信
濃
村
上
氏

フ
ォ
ー
ラ
ム
~
語
り
継
ぐ
村
上
義
清
~
」
に
は
、

約
１
７
０
名
が
参
加
し
、
文
学
的
視
点
や
文
献
史

学
か
ら
見
る
村
上
氏
、
村
上
義
清
に
つ
い
て
の
講

演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
第
2
部

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
長
野
県
立

歴
史
館
特
別
館
長
笹
本
正
治
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
第
1
部
で
講
演
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
長
野
県
立
大
学
教
授
二
本
松
泰
子
さ

ん
と
長
野
県
立

歴
史
館
文
化
財

専
門
主
事
花

岡
康
隆
さ
ん
、

そ
し
て
葛
尾
城

跡
保
存
会
顧
問

田
原
茂
樹
さ
ん

を
加
え
た
3
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
「
語
り
継
ぐ

村
上
義
清
」
を

テ
ー
マ
に
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で

の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

公民館文化講座木彫教室

愛盆会（盆栽）

坂城文化箏クラブ

坂城子ども能楽教室

信濃書道会

坂城町国際交流協会

三藤会（三味線）

 お茶席

リトミック教室♪公民館行事より

　こ
の
度
、
町
公
民

館
副
館
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
民
館
の
役
割
り
は
、

以
下
の
三
つ
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
生
活
に
根
ざ
す
事
業
「
集
ま
る
」

　②生
活
文
化
を
高
め
る
事
業
「
学
ぶ
」

　③地
域
連
帯
を
深
め
る
事
業
「
つ
な
ぐ
」

　「温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
古
く
か
ら
の
教
え
に
学
び
、
新
し
い
知
識

や
見
解
を
開
い
て
い
く
こ
と
」
こ
れ
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
で
留
ま
っ
て
は

い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
「
温
故
創
新
」
で

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
あ
る
所
に
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
は
生
活
の
多
様
化

か
ら
、
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
や
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
運
営
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
館
長
、職
員
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、

微
力
な
が
ら
公
民
館
活
動
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
り
身
近
な
公
民
館
と
な
る
よ
う

皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

よ
り
身
近
な

公
民
館
と
な
る
よ
う
に

副
館
長

　田原

　茂樹

副
館
長
就
任
あ
い
さ
つ

村
上
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
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　葛
尾
城
跡
は
村
上
氏
が
坂
城
郷
に
居

館
を
構
え
、
武
田
氏
に
攻
め
ら
れ
天
文

二
十
二
年
︵
一
五
五
三
︶
自
落
し
た
山

城
で
す
。
村
上
氏
は
越
後
の
上
杉
氏
を

頼
み
、
そ
の
後
、
川
中
島
合
戦
が
始
ま

り
ま
す
。
最
後
は
、
徳
川
氏
の
「
砦
」

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
「
一
国
一
城
」
と
な
り
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
葛
尾
城
は
険
し
い
地
形

を
利
用
し
た
大
堀
切
や
土
塁
を
多
数
備

え
、
本
郭
か
ら
北
に
向
か
っ
て
の
尾
根

筋
に
は
高
低
差
の
大
き
な
堀
切
が
何
本

も
あ
り
ま
す
。
姫
城
、
岩
崎
城
な
ど
へ

の
複
数
の
逃
走
ル
ー
ト
が
持
て
る
、
敵

に
と
っ
て
は
厄
介
な
城
で
す
が
、
常
に

大
将
や
多
く
の
兵
が
住
む
場
所
で
は
な

く
、
見
張
り
を
置
く
程
度
で
、
敵
が
攻

め
て
き
た
時
に
敵
の
動
き
を
つ
か
み
、

守
り
を
固
め
て
抵
抗
す
る
砦
で
し
た
。

　大
正
十
二
年
︵
一
九
二
三
︶
長
野
県

葛尾城跡と史蹟勝地保存会
ふるさと探訪特集 PART 118

に
よ
る
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

が
行
わ
れ
、
調
査
員
の
藤
沢
直
枝
氏

が
報
告
し
、
そ
れ
を
基
に
昭
和
四
年

︵
一
九
二
九
︶六
月
に
埴
南
農
蚕
学
校︵
現

坂
城
高
等
学
校
︶
教
諭
の
中
島
惣
左
衛

門
氏
の
提
唱
に
よ
り
「
坂
城
町
史
蹟
勝

地
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
十
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
始
ま
っ

た
世
界
恐
慌
は
、
日
本
を
直
撃
し
未
曾

有
の
大
不
況
︵
昭
和
恐
慌
︶
と
な
り
ま

し
た
。
生
糸
相
場
が
暴
落
し
、
長
野
県

農
家
の
約
八
割
を
占
め
る
養
蚕
農
家
は

影
響
を
ま
と
も
に
受
け
、
繭
の
価
格
は

前
年
の
半
分
以
下
に
値
下
が
り
し
、
生

産
費
の
半
分
も
回
収
で
き
な
い
状
態
で

し
た
。

　そ
の
三
年
後
の
昭
和
七
年︵
一
九
三
二
︶

四
月
二
十
四
日
葛
尾
山
の
山
頂
で
、
葛

尾
城
・
姫
城
の
保
存
事
業
竣
工
式
に
併

せ
村
上
義
光
公
六
百
年
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
に
幕
府
軍
と
戦
っ
た

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
の
護
良
親
王
を
守

り
、
討
ち
死
に
を
遂
げ
た
村
上
義
光
公

は
「
忠
臣
の
鑑
」
と
、
当
時
は
教
育
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　昭
和
八
年
︵
一
九
三
三
︶
に
保
存
会

に
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
葛
尾
城
址
保
存

事
蹟
概
要
」
か
ら
事
業
の
内
容
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　葛
尾
城
址
記
念
塔
の
建
設
︵
工
事
費

七
百
円
︶、
矢
羽
型
掲
示
廻
転
板
の
建

設
︵
工
事
費
　五
十
円
︶、
城
址
土
砂

崩
壊
防
止
事
業
︵
工
事
費
　五
十
円
︶、

二
ノ
丸
址
、
堀
切
址
、
三
ノ
丸
址
、
水

ノ
手
址
︵
三
カ
所
︶
に
標
柱
を
建
設
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
町
内
史
蹟
勝
地
保
存
事
業
と

し
て
、
お
堀
の
橋
、
村
上
義
清
公
御
館

址
、
古
墳
、
奈
良
朝
時
代
某
古
寺
址
、

坂
城
駅
天
領
坂
城
陣
屋
址
、
生
神
昌
言

社
に
至
る
案
内
、
葛
尾
城
址
に
至
る
案

内
︵
三
カ
所
︶、
村
上
氏
居
館
址
道
に

標
柱
を
建
設
し
ま
し
た
。

　こ
の
時
に
坂
城
町
名
勝
絵
葉
書
を
発

行
し
て
い
ま
す
。第
一
集
は「
横
町
全
景
、

立
町
全
景
、
葛
尾
城
址
と
村
上
義
清
公

墓
、
坂
城
神
社
、
大
英
寺
全
景
、
満
泉

寺
及
位
牌
殿
、
榎
坂
と
笄
の
渡
、
坂
城

町
全
景
」

　第
二
集
は
「
磯
部
よ
り
見
た
る
葛
尾

城
址
、
葛
尾
城
址
よ
り
見
た
る
姫
城
址
、

駅
よ
り
見
た
る
飯
縄
の
奇
岩
、
葛
尾
城

址
よ
り
見
た
る
温
泉
地
方
、
葛
尾
城
址

よ
り
見
た
る
坂
城
町
、
御
所
沢
塔
の
平
、

十
三
度
権
現
、
葛
尾
城
址
よ
り
見
た
る

鏡
台
山
、
常
山
隄
よ
り
見
た
る
昭
和
橋
、

大
英
寺
の
桜
花
」
で
す
。
　

　葛
尾
城
址
の
中
央
に
は
古
社
が
あ

り
、
葛
尾
会
、
大
宮
、
新
町
の
篤
志
家

で
毎
年
四
月
二
十
四
日
に
祭
祀
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
安
政
年
間
と
明
治
時
代

初
期
に
数
回
、
改
修
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
に
中
央
か
ら
東
北
端
に
遷
し
、
石

夜
燈
二
基
、
新
た
に
拝
殿
を
造
営
し
ま

し
た
。︵
工
事
費
　二
百
円
︶
登
山
道

は
表
参
道
大
宮
口
、
参
道
姫
城
口
、
新

町
口
、
近
道
、
ツ
ツ
ジ
山
口
、
苅
屋
口
、

裾
名
川
口
、
磯
部
参
道
口
の
八
カ
所
を

整
備
し
、大
宮
口
、苅
屋
原
口
、磯
部
口
、

姫
城
口
の
四
箇
所
に
は
、
東
屋
を
建
設

し
ま
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
事
業
を
遂
行
し
、
葛

尾
城
址
保
存
事
業
竣
工
式
並
び
に
村
上

義
光
公
六
百
年
祭
が
葛
尾
城
跡
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様

子
が
こ
の
写
真
で
す
。

　そ
の
式
典
で
披
露
さ
れ
た
思
想
善

導
、
軍
国
主
義
を
感
ず
る
式
辞
や
祝
辞

の
一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

葛尾城址より見たる坂城町

葛尾城址より見たる姫城址

拝殿前の集合写真

こ
坂
城
町
で
過
ご
し
た
経
験
と
い
う

も
の
は
全
員
が
共
通
に
持
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
羽
ば
た
い
て
い
く

場
所
は
違
い
ま
す
が
、
そ
の
つ
な
が
り

を
心
に
持
っ
て
お
く
と
少
し
安
心
す
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

　7 月 20 日（土）、坂城町体育館で、令和 6 年度 分館スポー
ツ大会（スマイルボウリング競技）が行われ、11 分館、約
200 名の皆さんが参加しました。6レーンに分かれてのリー
グ戦で、10 本のピンを 1 チーム 5 人で協力して倒してい
くというルールで行われ、上は 90 歳代の方から下は小学
校低学年まで、幅広い世代の皆さんがチーム一丸となって
スマイルボウリングを楽しみました。

　子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　我
が
子
を
見
て
い
て
思
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
は

本
当
に
忙
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
く
つ
も
の
習
い

事
を
し
て
い
る
小
学
生
、
中
学
生
や
高
校
生
は
部
活
動

や
定
期
的
に
や
っ
て
く
る
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
テ
ス
ト

勉
強
も
あ
り
、
日
々
本
当
に
忙
し
そ
う
で
す
。

　そ
こ
で
私
も
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
な
っ
て
み
よ

う
と
考
え
、
漢
字
検
定
を
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
検
定
級
は
高
校
卒
業
程
度
。
問
題
集
を
購
入
し

ま
し
た
。
日
頃
、
携
帯
や
Ｐ
Ｃ
の
変
換
機
能
に
頼
り
っ

ぱ
な
し
で
、
読
み
は
出
来
て
も
、
書
く
こ
と
が
難
し
い
。

類
義
語
・
対
義
語
、
見
た
こ
と
の
無
い
四
字
熟
語
な
ど

も
あ
り
、
受
験
を
決
め
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し
た
。
15

分
も
す
る
と
睡
魔
が
襲
っ
て
き
て
、仕
事
を
言
い
訳
に
、

勉
強
し
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
検
定
日
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
焦
り
は
す
る
も
の
の
、
思
う
よ
う
に
勉
強
は
進

ま
ず
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　席
に
着
く
と
、周
り
は
小
学
生
と
中
学
生
。学
生
だ
っ

た
頃
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
さ
と
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
夫
に
、「
お
母
さ
ん
、

頑
張
っ
た
ね
！
」
と
褒
め
て
も
ら
い
、
気
分
を
よ
く

し
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も

た
く
さ
ん
認
め
、
た
く
さ
ん

褒
め
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
次
は
英
検

に
挑
戦
で
す
。

　次
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、

西
澤
瑞
恵
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
す
。

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

子
ど
も
の
目
線
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

中
乗

　
真
紀

榊原　陽太さん
（実行委員長）

滝澤　燦太さん
竹田　淳紀さん
栗林　光琉さん
中村　星南さん

浅野井　彩さん
高松　千彩音さん
西沢　雅大さん

大橋　明佳さん
大井　真結美さん
宇野　香澄さん

分館スポーツ大会

テ
ー
ジ
で
皆
様
が
よ
り
一
層
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
二
十
歳

の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
代
表
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実行委員の皆さんご協力ありがとうございました。
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実
行
委
員
会

代
表
あ
い
さ
つ榊原 陽太さん

第
69
回

　坂
城
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

　本
日
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
を

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ご
来
賓
の
皆
様
、
先
生
方
、
地

域
の
皆
様
、
そ
し
て
、
い
ま
ま

で
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
家

族
な
ど
多
く
の
方
の
お
力
添
え

の
お
か
げ
で
す
。

　ま
た
、
山
村
町
長
を
は
じ
め

皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
祝
い
と

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　現

在
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
が
落
ち
着
き
、
制
限
の
あ

る
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
終
わ
り

を
迎
え
ま
し
た
。
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
半
強
制
的
に
隔
離
さ

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を
皆
様

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　今
日
は
二
十
歳
を
迎
え
た
皆

様
に
、「
人
を
頼
る
勇
気
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お
話
し

二十歳おめでとうございます二十歳おめでとうございます
　８月15日（木）、第69回坂城町二十歳のつどいを町文化センターにて開催しました。
　町内では、平成15年 4月 2日から平成 16年 4月 1日生まれの 125名が 20歳を迎えており、そのうち101
名の皆さんが式典に出席されました。
　式典では、まず、戦没者の方々への追悼と世界の平和を祈るため黙祷が行われました。その後、二十歳のつどい
実行委員会代表の榊原陽太さんがあいさつしたほか、中学校時代の担任の先生からお祝いの言葉や歌が20歳を迎え
た皆さんに贈られていました。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は

高
校
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

高
校
３
年
の
夏
、
あ
の
恐
ろ
し

い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
り

ま
し
た
。
そ
の
時
期
が
、
最
後

の
夏
の
大
会
と
い
う
高
校
生
活

に
お
い
て
大
事
な
大
会
の
直
前

の
こ
と
で
、
そ
の
影
響
に
よ
り
、

大
会
へ
の
参
加
が
許
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　私
た
ち
は
、
チ
ー
ム
競
技
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で

い
た
た
め
、
多
く
の
仲
間
の
出

場
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
と

て
も
つ
ら
く
、
遣
る
瀬
な
い
気

持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　そ
の
後
も
施
設
療
養
と
の
こ

と
で
強
制
的
に
ホ
テ
ル
へ
隔
離

さ
れ
、
仲
間
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
と
孤
独
感
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。　隔

離
が
終
わ
っ
て
も
迫
る
受

験
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
胃
腸

炎
な
ど
を
理
由
に
学
校
へ
足
を

運
ぶ
こ
と
が
減
り
、
自
ら
人
と

の
隔
離
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
私
を
救
っ
て
く
れ

た
の
が
中
学
校
の
恩
師
と
友
人

で
し
た
。

　不
満
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

て
い
た
私
は
、
恩
師
の
も
と
へ

足
を
運
ぶ
と
、
私
の
話
を
う
な

ず
い
て
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
親

身
に
な
っ
て
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
、
こ
こ
坂
城
町
で
過
ご
し

た
日
々
を
思
い
出
し
て
な
ん
だ

か
安
心
し
、
悩
み
が
和
ら
ぎ
ま

し
た
。

　ま
た
一
度
大
学
受
験
を
失
敗

し
て
浪
人
し
た
私
に
、
友
人
た

ち
が
、
週
に
何
日
か
一
緒
に
勉

強
し
よ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
、

一
年
間
ず
っ
と
私
と
一
緒
に
勉

強
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
経
験
は
、大
学
に
受
か
っ

た
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
か
け

が
え
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
向
か
う
未
来
は
予

測
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
も
、
人

は
人
に
影
響
さ
れ
て
生
き
方
や

喜
怒
哀
楽
が
変
化
し
て
い
き
ま

す
。　二

十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の

中
に
は
社
会
人
と
し
て
働
い
て

い
る
人
、
学
問
を
修
め
た
り
社

会
人
の
準
備
を
し
た
り
す
る
た

め
進
学
し
た
人
、
今
一
度
人
生

の
休
息
を
と
っ
て
い
る
人
、
ま

た
結
婚
し
た
人
な
ど
、
そ
の
他
、

多
く
の
境
遇
を
迎
え
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
の
ど
の
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
も
苦
し
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
ぜ
ひ
人
を
頼
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ

ん
は
、
ず
っ
と
私
の
話
を
静
か

に
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
き
っ
と
困
っ
た
と
き
に
は

親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　人
は
気
持
ち
が
ふ
さ
が
っ
た

時
、
一
人
で
ど
う
に
か
し
よ
う

と
し
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
こ
で
一
つ
勇
気

を
も
っ
て
信
頼
し
て
い
る
人
を

頼
る
こ
と
で
、
見
え
て
い
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
て
き
た
り
、
少

し
だ
け
心
が
軽
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
み

な
各
々
の
進
路
が
あ
っ
て
も
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
こ

式
辞　当

会
保
存
事
業
が
工
成
り
式
典

を
奉
行
す
る
に
当
た
り
、
我
が
国
体

の
精
華
は
こ
れ
教
育
の
淵
源
に
し
て

報
本
反
始
、
我
は
億
兆
の
魂
な
り
。

先
人
の
偉
業
遺
蹟
の
功
業
遺
址
の

以
て
発
揚
す
る
は
、
愛
国
の
志
士
感

嘆
す
る
大
な
る
も
の
。
本
会
、
当
町

史
蹟
勝
地
の
顕
彰
と
保
存
に
心
を

傾
け
、
県
の
補
助
、
激
励
と
、
天
下

の
浄
財
拠
出
と
に
依
り
、
勝
地
な
る

葛
尾
城
址
、
姫
城
址
の
遺
蹟
に
愛
国

愛
郷
の
霊
を
打
ち
込
み
、
百
年
事
業

を
な
し
、
実
に
君
国
報
恩
の
結
晶
な

り
と
信
ず
。こ
こ
に
国
体
を
闡せ
ん
め
い明
し
、

歴
史
と
伝
統
の
光
を
讃
し
、
国
運
の

前
途
に
偉
大
な
る
光
明
を
展
開
し
、

精
進
努
力
し
有
終
の
美
を
致
さ
ん

事
を
期
す
。

︵
坂
城
町
史
蹟
勝
地
保
存
会

会
長
坂
城
町
長
　谷
川
　繁
︶

祝
辞　史

蹟
を
永
遠
に
保
存
す
る
は
、

愛
郷
の
観
念
を
生
じ
国
家
思
想
を

発
揚
し
、
国
民
精
神
を
涵
養
す
る

所
以
。
本
日
、
保
存
工
事
成
り
村

上
義
光
公
の
六
百
年
祭
に
兼
ね
竣

工
式
を
挙
行
せ
ら
る
は
、
機
宜
に
適

し
た
る
措
置
に
し
て
慶
賀
に
堪
え
ざ

る
な
り
。
将
来
益
々
郷
党
一
致
、
此

の
貴
重
な
る
史
蹟
を
愛
護
し
、
之
を

後
世
に
保
存
せ
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

︵
長
野
県
知
事
　石
垣
倉
治
︶

　史
蹟
勝
地
保
存
会
が
保
存
工
事

落
成
式
並
び
に
村
上
義
光
公
六
百

年
祭
を
挙
行
に
当
た
り
、
史
蹟
勝

地
保
存
会
の
此
の
事
業
は
誠
に
時

局
を
匡
救
す
る
有
力
な
る
企
で
あ
る

と
信
じ
、
慶
賀
に
堪
え
ざ
る
次
第
で

す
。

︵
町
村
長
代
表
屋
代
町
長
　市
川
澄
丈
︶

　か
の
上
海
に
、
満
州
に
皇
軍
が
奮

戦
力
闘
し
て
い
る
姿
は
全
く
大
和
心

を
表
象
す
る
桜
花
で
あ
る
。
花
は
桜

木
、
人
は
武
士
と
申
す
が
皇
国
尚

武
の
精
輦
が
如
何
に
大
和
桜
の
如

く
国
の
内
外
に
爛
漫
と
咲
き
出
す
。

坂
城
は
北
に
山
を
負
っ
た
心
地
の
よ

い
地
、山
河
形
勢
の
ま
と
ま
っ
た
地
、

歴
史
的
由
緒
あ
る
地
で
あ
り
、
徳

川
期
に
は
陣
屋
を
置
き
、
宿
場
と
し

て
繁
栄
し
た
。
幾
世
代
に
わ
た
り
信

州
有
数
の
文
化
の
地
に
史
蹟
勝
地

保
存
会
設
立
は
、
坂
城
の
既
往
、
現

在
を
知
り
更
に
将
来
に
進
展
す
る

と
思
わ
れ
、
期
待
嘱
望
す
る
所
以
で

あ
る
。
葛
尾
山
上
に
立
ち
無
限
の
蒼

空
を
仰
ぎ
、
静
か
に
村
上
の
苔
蒸
せ

る
古
祠
に
跪
拝
す
る
時
、
転う
た

た
万
古

玄
妙
の
内
に
通
う
も
の
を
覚
え
る
。

︵
学
校
長
代
表

戸
倉
小
學
校
長
　中
村
常
雄
︶

　こ
の
式
典
会
場
で
は
、
記
念
ス
タ

ン
プ
の
押
捺
、
記
念
品
の
配
付
、
祝

賀
会
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
午
後
一
時
か
ら
は
、
坂
城
小

学
校
講
堂
で
記
念
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
衆
議
院
議
員
の

鷲
沢
与
四
二
氏
、
地
方
史
家
の
藤

沢
直
枝
氏
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
坂

城
小
学
校
校
歌
の
作
詞
作
曲
を
し

た
林
久
男
氏
の
三
名
で
し
た
。ま
た
、

記
念
史
料
展
覧
会
が
中
央
公
会
堂
、

大
宮
公
会
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
入
場

者
は
、
総
延
人
数
三
八
五
二
人
で
し

た
。　挙

町
一
致
、
協
賛
応
援
の
盛
況
振

り
は
、「
坂
城
郵
便
局
に
よ
る
紫
色

ス
タ
ン
プ
を
使
用
し
宣
伝
。
坂
城
町

商
工
会
は
、
当
日
、
早
朝
よ
り
煙
火

を
打
ち
上
げ
、
店
頭
装
飾
・
記
念

大
販
売
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
配

布
。
坂
城
町
青
年
会
、
立
町
・
横

町
壮
年
会
、
坂
城
町
女
子
青
年
団
、

信
濃
電
燈
会
社
、
坂
城
町
貸
座
敷

組
合
、坂
城
劇
場
、菱
小
自
動
車
店
、

坂
城
町
田
町
山
根
屋
、
大
宮
区
及

び
葛
尾
会
は
大
い
に
協
力
、
協
賛
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知
事
、
来
賓

を
招
待
し
町
内
協
賛
会
員
含
め
て

百
名
の
大
夜
会
を
坂
城
劇
場
︵
現

都
筑
製
作
所
︶で
開
催
し
て
い
ま
す
。

午
後
六
時
開
会
で
、
余
興
と
し
て
葛

尾
音
頭
、
坂
城
音
頭
の
舞
踊
等
も

披
露
さ
れ
、
午
後
九
時
散
会
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
、
概
要
の
末
尾
に
あ
っ
た

中
島
惣
左
衛
門
氏
の
熱
き
思
い
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
島
惣
左
衛
門
　跋

　知
る
は
愛
す
る
の
基
で
あ
る
。
　

郷
土
祖
国
に
対
す
る
愛
、
如
何
に

し
て
涵
養
し
、
如
何
に
し
て
育
成
す

べ
き
か
。
世
相
に
刺
激
さ
れ
天
職
に

自
覚
し
、
郷
土
研
究
の
真
探
教
興

の
潮
に
乗
っ
た
自
分
は
地
方
郷
土
史

の
研
究
に
頭
を
入
れ
、
資
料
を
た
だ

教
壇
上
の
も
の
と
し
た
り
、
一
席
の

座
談
化
す
る
に
忍
び
な
く
研
究
調

査
に
つ
れ
て
、
煙
滅
に
破
壊
に
瀕
し

て
い
る
も
の
を
続
々
発
見
し
た
時
の

嘆
き
を
無
謀
に
し
、
生
意
気
に
も
町

内
元
老
や
有
識
者
に
訴
え
、
遂
に

保
存
会
が
生
ま
れ
、
保
存
の
事
業
に

盲
進
し
ま
し
た
。
事
の
性
質
が
国
家

的
で
あ
り
教
育
的
で
あ
り
思
想
報

告
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
を
引
い

て
の
地
方
開
発
の
基
礎
で
あ
り
、
県

や
全
国
の
人
格
者
の
共
鳴
を
得
ら

れ
、
孤
軍
奮
闘
の
形
で
し
た
が
、
茲

に
報
告
し
得
る
ま
で
に
進
行
い
た
し

ま
し
た
。
資
金
を
ご
寄
附
下
さ
っ
た

方
に
対
し
て
は
御
礼
の
言
辞
を
有
せ

す
、
一
生
の
感
銘
で
あ
り
ま
す
。
此

の
事
業
が
一
時
的
な
お
祭
り
騒
ぎ
に

終
わ
ら
ぬ
為
に
は
、
此
の
誠
心
的
意

義
を
世
の
人
々
が
体
験
し
て
尚
、
常

に
新
生
命
に
生
き
る
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
会
の
此
の
祭
典
に
亦
事
業

に
し
て
も
、
寄
附
者
方
の
御
芳
志
と

会
長
外
役
員
諸
賢
の
ご
労
力
や
各

種
団
体
の
御
尽
力
の
前
に
額
ず
く

を
惜
し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
葛
尾
城
跡
は
昭
和
四
十
九

年
︵
一
九
七
四
︶
長
野
県
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
坂
城
神
社
登
山
口
に
は

専
用
駐
車
場
、
水
洗
ト
イ
レ
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山
道
や
山
頂

な
ど
は
、
私
達
大
宮
区
の
葛
尾
城
跡

保
存
会
で
整
備
し
て
い
ま
す
。
最
近

の
山
城
ブ
ー
ム
で
遠
方
か
ら
の
登
山

者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　平
成
二
年
︵
二
〇
二
〇
︶
に
「
第

二
七
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
上
田
・

坂
城
大
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
山
城

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
当
町

で
は
虚
空
蔵
山
城
跡
、
和
合
城
跡
、

葛
尾
城
跡
が
会
場
に
な
り
大
盛
況

で
し
た
。
こ
の
ま
ま
終
り
に
し
て
は

勿
体
な
い
と
、
私
達
は
、
上
田
広
域

山
城
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
「
山

城
は
地
域
の
遺
産
」
と
し
て
残
そ
う

と
山
城
連
絡
協
議
会
の
仲
間
達
と

保
全
活
動
、
情
報
交
換
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　ま
た
文
中
に
紹
介
し
た
「
坂
城

名
勝
絵
葉
書
第
二
集
」
は
現
在
の

景
色
と
比
較
し
た
写
真
パ
ネ
ル
に

し
て
、「
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

︵
葛
尾
城
跡
保
存
会顧

問
　田
原
茂
樹
︶

参
考
資
料

「
葛
尾
城
址
保
存
事
蹟
概
要
　中
島

惣
左
衛
門
」「
坂
城
町
誌
下
巻
」
他

葛尾城址より見たる鏡台山
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　９
月
に
葛
尾
分
館
親
善
球
技
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
坂
端
・
日
名
沢
・
大
宮
・
新
町
の
４

区
で
葛
尾
分
館
協
議
会
を
結
成
し
、
今
年
で
48

回
を
数
え
る
こ
の
大
会
は
、
年
齢
・
性
別
を
問

わ
な
い
相
互
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
種
目
は
「
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
」
で
し
た
。

　坂
城
町
公
民
館
で
行
っ
た
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
も
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

分
館
長
・
体
育
部
長
合
同
会
議
で
協
議
し
た
折

に
、「
男
女
別
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

来
年
度
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
「
分
館
対
抗
」
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
、
年
齢
や
性
別
、

分
館
単
位
の
チ
ー
ム
等
、
で
き
る
だ
け
平
等

に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
親
睦
」
と
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
、年
齢・

性
別
を
問
わ
な
く
て
も
、
安
全
面
さ
え
考
慮
さ

れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
後

は
、
分
館
の
枠
を
越
え
た
チ
ー
ム
編
成
を
し
て

い
く
工
夫
な
ど
、
公
民
館
全
体
で
楽
し
め
る
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
出
る
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
素
晴
ら
し
さ
に
加
え
て
、
守
備
の
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
木
陰
で
応
援

す
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
、
さ
わ
や
か
な
秋
の

風
が
通
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
間
っ
て

い
い
な
ぁ
と
感
じ
た
球
技
大
会
で
し
た
。
役
員
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第69回坂城町二十歳のつどい    ２～３P
第52回坂城町文化祭    ４～５P
ふるさと探訪PART118    ６～７P
お知らせ、館説開畝    ８P

❖主な内容❖ 秋のスポーツ大会
　10月 5日（土）、鼠橋運動公園マレットゴルフ場で
「秋のスポーツ大会」が行われ、28チーム109名の皆
さんが参加しました。
　「秋のスポーツ大会」は、例年この時期に行われてい
た「町民運動会」に代わる取組みとして今年度初めて
開催しました。
　プレー中は、どのチームも皆さん、狙いを定めて集
中しながらも笑顔や笑い声にあふれていて、リラック
スしながら楽しんだ１日となりました。

お　知　ら　せ

第58回坂城町席書大会・書初展

人権を尊重し豊かな
福祉の心を育む町民集会

第54回坂城町元旦マラソン大会

日　　時　令和７年１月５日（日）～７日（火）
　	 　５日（日）　
	 　　受　　付　	9：00～
　　	 　　書	初 め　	9：30～11:30
　　	 　　一般公開　15:00～16：00
　	 　６日（月）
　　	 　　一般公開　	9：00～16：00
　	 　７日（火）
　　　	 　　一般公開　	9：00～15：00
会　　場　坂城町文化センター体育館（受付・書初め）
　　　　　坂城町文化センター大会議室（一般公開）
申込締切　12月16日（月）まで
申 込 先　坂城町公民館（文化センター内）

日　　時　	令和６年 12月７日（土）
	 受　　付　12:30 ～
	 開 会 式　13:00 ～
	 学習発表　13:20 ～
	 記念公演　14:00 ～
会　　場　坂城町文化センター　大会議室
内　　容
　・小学生人権学習発表（村上小学校）
　・記念公演
　　『泥かぶら』（村上小学校４年生児童出演予定）
　　作・演出：眞山美保　出演：劇団新制作座
※申込不要（定員 150名）

日　　時　	令和７年１月１日（水）
　　　　　	受　　付　	 9：00～
　　　　　	開 会 式　	 9：30～
　　　　　	競技開始　10：00～
会　　場	 坂城町文化センター
ク ラ ス　	・親子ペアの部（1.5㎞）
　　　　　	・小学生の部（1.5㎞、3㎞、6㎞）
	 ・一般（中学・高校生含む）の部
	 　（1.5㎞、3㎞、6㎞）
申込締切　		12月16日（月）まで
申 込 先 　坂城町文化センター
※荒天の場合は中止となります。
※当日の申込みも可能です。

◆スキー・スノーボード教室
　（対象：小学校3年生以上中学生まで）　	1月	19日（日）
◆スポーツ少年団交流大会	 2月	15日（土）
◆こども茶の湯教室	 　3月	 1日（土）

今後の行事予定

申込書（町HP）

原稿募集のお願い
　来年、戦後80年の節目を迎えるにあたり、平
和の大切さを再認識するため、戦争体験談などを
募集します。
　戦中、戦後に苦難の道を歩まれてきたご自身や
ご家族などから聞いた貴重な体験を後世へ伝える
ため、公民館へ投稿してください。


